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「令和２年度学びと社会の連携促進事業（「未来の教室」
（学びの場）海外展開支援等事業）」に係る実証事業

最終報告書

「デジタル教材プラットフォームLibryによる
学習の効率化支援」

＜株式会社Libry＞
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2020年度 9月 10月 11月 12月 1月

１．事業進捗

1

コンテンツ設
計・制作 パイロット事業 パイロットデータ

の分析

紙面教材のデジタル化

教材編集

マニュアルの英語訳・現地化

実証事業設計

データ分析補助・報告準備

データ分析

最終報告準備
実証事業運営

効果測定用テスト制作

実証事業支援・問い合わせ対応
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フィリピンの教育課題

①学校における紙面
学習教材の不足

②教員の業務過多

③理数教育を中心と
した生徒の低学力

本事業の活動成果

①日本の優れた紙面教材がデジタル化され、
パイロット校における紙面教材不足を解決

②演習問題を含むデジタル教材の導入により、
宿題採点・管理に係る教員業務の削減

③デジタル教材による反復学習と学習履歴の
可視化によって生徒の学力が向上する

【本事業を通して実現したい世界】
フィリピンの中高校生が最高の教材で効率的に学習できる世界

２．実施計画（期待される事業成果等）



（様式２）

２．実施計画（コロナ禍における外部環境変化）

①学校

③教材

②先生

④生徒

コロナの影響 本事業への影響
【学校開始時期の後ろ倒し】
6月初旬から新学期が始まる予定であったが、
開始が後ろ倒しとなり、10月中旬からのスタート
になってしまった。

先生も生徒もWithコロナの学校システムに慣れて
いない状況での実証開始が余儀なくされ、オペレー
ションを整えるのに想定よりも時間がかかった。

【生徒の学校への登校全面禁止】
『21歳以下の外出禁止令』により、生徒は登校が
できず、代わりに保護者が週に1度登校し、課題を
受け取り生徒にわたすと言ったオペレーションが増加。

生徒が登校できないため、事業の説明は全て保護
者を通した説明やリーフレット作成による間接的な
説明になってしまい、登録の減少や配布物の受け
渡し・回収の減少に繋がった。

【コロナ対策用教材への変更】
学期期間の変更に伴い、フィリピンでは通常の教科
書を使用せず、コロナ対策特別カリキュラムを新た
に作成し、学習内容を変更している。

通常よりも多くの課題を学校側ではこなさなくては
ならなくなり、学習の補完となる補助教材を使用す
るのが困難になり、先生側でも扱う時間の創出が
難しかった。

【学習管理等の業務負担の増加】
異例の学校運営のなかで教員は国で定められら
た今年度用の学校教材による学習管理だけでも
業務が逼迫していた。

すでに逼迫しているオペレーションの中で、新しいシ
ステムを試験的に導入し試行錯誤する時間を取る
ことが困難だった。
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３．実施内容（課題①:学校における紙面学習教材の不足）

①紙面教材（啓林館作成）のデジタル化



（様式２）

②マニュアルの英語訳・現地化をし、教材の使用をサポート

ユーザーマニュアル

リーフレット 紹介動画

３．実施内容（課題①:学校における紙面学習教材の不足）
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３．実施内容（課題②:教員の業務過多）

①宿題配信の生徒回答率

1回目配信
（告知なし）

2回目配信
（告知あり）

16.7% 30.0%

事前の告知でに生徒の宿題回答率を上げることができた。
→宿題配信に関するアナウンスをせずに配信した場合、
16.7%の回答率であったが、宿題配信に関するアナウンス
を行った場合には30.0%の回答率となった。宿題配信の
際にはアプリのポップアップ等もあるが、先生からの別途の声
がけをすることで生徒の回答率があがり、先生の稼働削減
に繋がる。

成果

課題
テクノロジーを使って初めて行う宿題を配信することへの
心理的ハードルとITリテラシーの低さ
→宿題をデジタルで配信することに慣れていないため、ITリ
テラシー及び心理的ハードルがあり、配信は先生自らが行
うのではなく、スタッフがほぼ行った。

コロナ禍における教員の負担増
→今年度は異例の運営で業務負担が増加しており、新し
いシステムを使用する余裕がなかった。
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３．実施内容（課題②:教員の業務過多）

②Libry活用先生のインタビューより 評価いただいた点

課題と感じた点

スマホでは画面が小さいため、細かな文字を
読むのが難しく、問題や解説を探すのに時
間がかかってしまった。
また、生徒の学習管理をスマホで管理した
のは初めてなので、慣れない作業が多かった。

これからテクノロジーが発展していく時代で、
Libryのような先端的なプロダクトを使えて
よかった。今までは紙で管理していたものも、
テクノロジーで代替されていくと思うので、色
んな人に紹介していきたいと思った。
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３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

Libryを使用したことによる生徒の変化

①パイロット実施校について ②ユーザーの
学力向上

③生徒の
モチベーション向上

①-1 実施校の決定
①-2 実施校の変更

②‐1 ポストテスト結果
②-2 活用分析

③‐1 アンケート結果
③‐2 インタビュー
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・現地カウンターパートであるカガヤンデオロ市教育局
の推薦により、公立Macabalan校にて84名の生徒
を対象に10月15日より1ヶ月間実施
・Macabalan校では教員のサポートを得て、マニュア
ルの配布、登録の案内作業を経てLibryの導入を
行った。
・その他、Facebook等で集客を行い希望者を対象
に実証事業を実施

パイロット校
①-1パイロット事業実施校

Macabalan校の実施体制

Libry使用 Libry不使用

グループA グループB

両グループでプレテストを実施し、両グループの学力を比較

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）
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３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

①-2パイロット事業実施校の変更
当初の予定していた実施校①

・公立Gusa中学校
新型コロナウイルスの影響による、遠隔でも
実施可能な特殊なカリキュラムを使用。

変更後の実施校

・公立Macabalan中学校
最も一般的なカリキュラムを扱っており、現地教
育局から今回の実証事業に適していると助言
を受ける。今後のビジネス展開を考えた際、汎
用性が高いと判断し、変更。

当初の予定していた実施校②

・私立Xavier中学校
同校では新型コロナウイルスの影響で生徒
が自宅学習を強いられている仲、生徒や保
護者に直接導入経緯を説明できないことか
ら、事業年度が始まってからの新規教材の
導入は難しいと回答を得た。

変更後の実施校

・希望する生徒個人へ直接提供
日本において生徒が直接教材を購入できる
Libry Store を展開しているため、今後のフィ
リピン展開を見据えて生徒へ教材を直接提供
した際の効果測定も重要と判断し、変更。

※新型コロナウイルスの影響により実施校の変更をしたことで、当初予定していた学年間の学力比較の実施ができない。
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現在フィリピンでは新型コロナウイルスの影響を受け
、全国の学校で生徒の自宅学習を導入している。
生徒は、オンラインでの学習と紙面学習教材での
学習を選択することができる。

しかし、カガヤンデオロ市ではMacabalan校を含
む多くの学校において、ほぼ全ての生徒が紙面学
習教材での学習を選択している。生徒は外出が
許可されていないため、保護者が毎週学校に足を
運び、１週間分の学習紙面教材の受け取りと、
前週分の学習紙面教材提出をそこで行う。

今回のLibryを用いた実証事業も現地カウンター
パートが学校の教員や週に１回学校を訪問する
保護者と連絡をとって間接的に生徒とのコミュニケ
ーションを取らなくてはならない環境にある。

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

Macabalan校の学校運営体制
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②-1 ポストテスト結果 (合計回答数50名 名前あり:35名 名前無し:15名)

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

Libryユーザー 非Libryユーザー

平均点

14.3点
（21名）

平均点

5.7点
（14名）

Libryユーザーと非ユーザーの間で得点に2.5倍の
開きが見られた。またコアユーザー（10問以上に挑
戦）に限って見ると受験者全体の平均点が9.7点
であるのに対し、80点を記録しており、継続的な利
用で数学力の向上を図れることが確認できた。

14.3

5.7

倍

非Libryユーザー Libryユーザー
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②-2 活用分析

コアユーザーの使い方を可視化することができた。
→コア層（10問以上挑戦）が約10％

▼40問ほど取り組んだ生徒の例
生徒① （Macabalan校）
取り組んだ問題数44問
→幅広く自分で教材から問題を選択して取り組んでいる

生徒② （Macabalan校）
取り組んだ問題数37問
→37問中、14問は自分で教材から選択をしたりログから復習を
している。13問はアプリのレコメンド機能を通して取り組み、残り
10問は挑戦問題を通じて取り組んでいる。
→アプリの機能をうまく活用しながら問題の復習に取り組んでいる

生徒③ （希望者）
取り組んだ問題数40問
→ほぼ毎週月火水、定期的に問題に取り組んでいる

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

成果
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３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

約75％が紙面教材の
代わりにLibryのみを
使って学習をすすめる
ことができると回答

成果

③-1 アンケート結果（アンケート回答数32）

約73%の生徒がこれ
からもLibryで数学を
勉強したいと回答

多くの生徒がLibryのUIは使いやす
く、紙に代替するテクノロジーを使用し
た教材として学習ができると考えている。
また、数学を勉強することとの相性の

良さを感じている一方で、英語や科学
もLibryを使って学習したいという声を
集めることができた。
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③-1 アンケート結果（アンケート回答数32）

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

課題

90%の生徒が家庭で
Wifi環境がなくモバイ
ルデータを利用しており
、約27％の生徒はア
プリのダウンロードができ
なかった。

80%の生徒がアプリの
利用にあたり言語に壁
を感じている。

インターネット環境が影響してアプ
リがダウンロードできない等が登録率
に影響した。
多くの生徒がLibryのUIが使いやす

いと回答していた一方で、言語は英
語に対応してほしいという要望を多く
から頂いた。
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②インタビュー（Macabalan校）

Libryではたくさんの挑
戦があって、楽しみな
がら多くのことを学ぶこ

とができました

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）
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実証事業運営を担当したe-Education担当者様の所感

３．実施内容（課題③:理数教育を中心とした生徒の低学力）

坂井 健 様 （副代表・実証事業統括）

今回の事業成果としてはやはりLibryの活用が高い生徒の学力がしっかり上がったことが大き
かったと思います。コロナの影響で普段どおりに生徒とコミュニケーションできない難しさはありまし
たが、先生もLibryのプロダクトの良さを理解したからこそコミットしてくださったと思います。今回
は教員のICTリテラシー等の課題も明確になったので、今後広がる可能性があると思いました。

新しいテクノロジーを使う機会を頂けてありがとうございました。このパンデミックの中、フィリピンは
子どもが学校に通えないので、教育の業態転換を迫られています。そこにテクノロジーは必須の
項目です。日本のようにEdTechの最先端から学びを得られる機会はとても幸せなことでした。
これからも継続的に意見交換をしてほしいと思っています。

松原 信英 様 （フィリピンカントリーマネージャー・実証事業運営）

Romeo B Aclo 様 （フィリピン教育局・現地カウンターパート）

新型コロナ感染拡大の影響を受けて実証自体にも影響はありましたが、Libryのプロダクトを考
えるとこういう状況下だからこそ力を発揮するのではないかと思います。フィリピンも日本と同じく、
コロナを機にEdTechに舵を切っています。今回の短期間での実証でここまで成果が出たので、
海外展開のポテンシャルを感じる結果となりました。
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①実証事業のまとめ

4．実証事業のまとめと今後の方向性

先生

生徒

教材はデジタル化が完了、生徒はLibryが使いやすく紙の教材と比較しても学習しやすい
と生徒が感じているとわかった。
一方、今回はLibryのユーザーフレンドリーなUIがフィリピン人の活用にどれくらい影響を与え

るのかを調査するため日本語で提供したが、英語にしてほしいという声が多くあったため、開
発費を考慮しながらではあるが言語対応の必要性を実感している。

学力向上に関しては、Libryを活用したグループと活用しなかったグループで有意差が認めら
れ、Libryを使用することで、生徒の学力向上に寄与することがわかった。
一方で、ネット環境の影響でアプリ自体がダウンロードできない等のインフラ面や、コロナの影

響で直接コミュニケーションができないことに起因して登録率が低かった。
フィリピンにおいてLibryの積極的な活用が生徒の効果的な学習に直結することがわかったの

で、さらなる活用率向上の施策が今後重要となる。

教材

宿題を適切に配信することで生徒の回答率は上がることがわかり、採点や学習管理も自動
で行われるため、宿題配信の活用率が上がるほど、教師の業務の削減が見込まれる。
一方、ITリテラシーの問題で詳細な使い方の説明や細かなケアを行わないと、機能を使い

こなせないこともわかった。弊社が日本で行っている教員研修ノウハウ等も今後は現地化を
検討することで、先生の活用率向上に寄与したい。
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②教材

①先生

③生徒

②コロナ後のニューノーマルを見据えた今後の方向性

学校に登校できず
自宅学習時間の増加

コロナ対策用教材への変更と
自宅でも学習可能な教材の工夫

学習管理等の業務負担の増加

コロナ禍における学校の新たな課題（スライド3一部抜粋）

コロナ禍での新たな課題 Libryが解決できる提供価値

✔宿題配信を行うことで、生徒の学習管理の簡略化
✔教員研修を通したITリテラシーの向上

デジタルとリアルの融合が加速するコロナ後の世界での新たな課題と提供価値

✔様々な教材がLibryプラットフォームに乗ることで、
多様な教材から必要な教材を使用可能になる

✔テクノロジーを活用することで、自宅でも「個別最適」な問題の
学習が可能
✔独学で学習できる質の高いUIで生徒の学習意欲向上に寄与

4．実証事業のまとめと今後の方向性

今後Libryはフィリピンのみならず、コロナ後のニューノーマルを見据えて
世界中で需要が見込まれる。


